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 南海トラフの巨大地震津波に対する防災・減災の取り組みが各地で始まって

いる。提示された最大クラスの津波の想定、これから発災まで 20 年の地域のま

ちづくり、人々の津波避難に関する意識を組み合わせて、被害を軽減する戦略

を立てなければならない。本研究では、最大クラスの場合に地域がすべて浸水

するが、これから盛土道路が建設され避難に余裕ができる地域をフィールドと

して、旧想定・新想定の利用法、盛土道路の利用法を津波シミュレーションと

避難シミュレーションを組合せて総合的に検討しようとした。その結果、津波

外力の変化に基づく地域分類、避難分析結果に基づく避難困難者の分布につい

ての暫定的な結果を得た。 
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